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JRの最大産別として、政
策制度、組織課題を主導
的に解決し、安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

Ａ　

労
基
法
は
強
行
法
規
で
す

　

の
で
、
割
増
賃
金
が
な
い
と

　

す
る
合
意
を
し
た
と
し
て
も
、

　

労
基
法
の
定
め
る
基
準
に
達

　

し
な
い
労
働
条
件
を
定
め
る

　

労
働
協
約
は
、
そ
の
部
分
に

　

つ
い
て
は
無
効
と
な
り
ま
す

　

（
労
基
法
13
条
）
。
無
効
と

　

な
っ
た
部
分
は
、
労
基
法
で

　

定
め
る
基
準
が
適
用
さ
れ
ま

　

す
。

　
　

よ
っ
て
、
解
答
は
４
に
な

　

り
ま
す
。

　

（
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
問
題
集

２
０
１
６
年
版

﹇
初
級
問
題
・
一
般
的
知
識
﹈

よ
り
出
題
）国交省自動車局の担当（中央）より「事故対策検討委

員会」の報告を受けた

「ＪＲ北海道、四国、貨物の経営安定についても政治として
役割を果たしていかなければならない」と力添えを要請する
髙木義明会長

持続可能な公共交通の実現にむけ、連携強化を要請する
福間裕隆代表幹事

１　アルバイトも労働契約にあり、労働者は約
　束を守る必要があるので、割増賃金を支給し
　ないという労働契約も有効である。
２　労基法は任意法規であり、当事者でその内
　容を変更できる。
３　アルバイトには労基法は適用されない。
４　割増賃金がないとする契約内容については
　無効となり、労基法の基準が適用される。

知
っ
て
活
か
そ
う
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
㉚

　ＪＲ北労組自動車支部厚別分会は、昨年12月に続
き4月1日付けでスタッフ社員1人の組織加入を果たし
た。ＪＲ北労組は、定期大会以降、函館・苗穂・釧
路そして自動車支
部において6人の
仲間が新たに加入
した。
　いずれも日頃の
世話役活動や業務
に対するＪＲ北労
組組合員の姿勢に
共感を得たもので
あるが、新年度を
迎え、さらに新入
社員への加入も呼
びかけ、他機関で
の拡大実現に向け
た取り組みを進め
ている。

　

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
４
月
７

日
、
都
内
に
て
、
第
11
回
総
会

を
開
催
し
た
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
現
在
、

衆
参
60
人
の
議
員
が
加
入
し
、将

来
の
Ｊ
Ｒ
産
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
国
政
に
お
い
て
Ｊ
Ｒ
連

合
の
政
策
実
現
に
む
け
て
支
援

を
い
た
だ
い
て
い
る
議
員
連
盟

で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
法
案
の
審
議
な

ど
国
会
論
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
中
で
開
催
し
た
今
総
会
に
は
、

衆
参
34
人
の
国
会
議
員
を
は
じ

め
、
秘
書
、
地
方
議
員
、
Ｊ
Ｒ

連
合
執
行
部
、
単
組
役
員
ら
総

勢
１
０
０
人
が
出
席
し
、
新
年

度
の
活
動
方
針
と
役
員
選
出
に

つ
い
て
確
認
し
合
っ
た
。

　

髙
木
義
明
会
長
か
ら
は
、

「
Ｊ
Ｒ
は
旧
国
鉄
か
ら
民
営
化

を
め
ざ
し
て
今
日
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
が
上
場

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北

海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
経
営
安
定
に
つ
い
て
も
政
治

と
し
て
役
割
を
さ
ら
に
果
た
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
、
地
域
の
足
で
あ
る
鉄
道

の
交
通
体
系
を
守
る
た
め
に
も
、

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
先
生
方
の

お
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
松
岡
裕
次
会
長
は
、
「
国

鉄
改
革
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
目
に
し

て
Ｊ
Ｒ
九
州
が
４
番
目
の
株
式

上
場
を
果
た
す
道
筋
と
な
る
改

正
Ｊ
Ｒ
会
社
法
の
成
立
、
Ｊ
Ｒ

九
州
の
民
営
化
後
の
経
営
基
盤

確
立
に
む
け
た
支
援
措
置
に
つ

い
て
も
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。
新
年
度
に
お

い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
の

経
営
安
定
化
の
た
め
に
来
年
度

末
で
期
限
切
れ
と
な
る
税
制
特

例
の
継
続
を
求
め
要
請
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
整
備
新
幹
線

に
つ
い
て
は
労
使
共
通
認
識
の

も
と
課
題
克
服
に
む
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政

策
課
題
、
組
織
課
題
の
解
決
に

む
け
て
、
大
所
高
所
か
ら
の
ご

助
言
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

議
事
で
は
、
今
年
度
の
活
動

方
針
と
し
て
、
河
村
滋
喜
Ｊ
Ｒ

連
合
事
務
局
長
か
ら
Ｊ
Ｒ
連
合

の
政
策
、
組
織
課
題
に
つ
い
て

提
起
し
、
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

連
携
を
強
化
し
要
求
実
現
に
む

け
活
動
を
進
め
る
と
い
う
方
針

を
確
認
し
合
っ
た
。

　

ま
た
、
役
員
体
制
と
し
て
、

会
長
・
髙
木
義
明
衆
議
院
議
員

（
長
崎
１
区
）
、
副
会
長
・
榛

葉
賀
津
也
参
議
院
議
員
（
静
岡

県
）
、
副
会
長
・
尾
立
源
幸
参

議
院
議
員
（
大
阪
府
）
、
副
会

長
・
伴
野
豊
衆
議
院
議
員
（
愛

知
８
区
）
、
事
務
局
長
・
小
川

淳
也
衆
議
院
議
員（
香
川
１
区
）、

幹
事
・
長
浜
博
行
参
議
院
議
員

（
千
葉
県
）
、
幹
事
・
広
田
一

参
議
院
議
員
（
高
知
県
）
、
幹

事
・
岸
本
周
平
衆
議
院
議
員（
和

歌
山
１
区
）、幹
事
・
泉
健
太
衆

議
院
議
員（
京
都
３
区
）
を
確

認
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、
野

田
佳
彦
元
総
理
大
臣
も
駆
け
つ

け
た
ほ
か
、
政
務
・
党
務
の
重

要
ポ
ス
ト
に
就
か
れ
た
方
々
を

含
め
、
多
く
の
国
会
議
員
が
出

席
し
、
熱
気
溢
れ
る
会
合
と
な
っ

た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
21
世
紀
の

鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
所
属
議
員
ら
と
の
連
携
を

強
化
し
、
政
策
や
組
織
を
は
じ

め
と
す
る
喫
緊
の
重
要
課
題
の

解
決
に
む
け
て
、
さ
ら
に
活
動

を
強
化
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

（
所
属
議
員
は
２
面
に
掲
載
）

　
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡

会
は
、
４
月
７
日
、
都
内
に
て

第
21
回
総
会
を
開
催
し
た
。
Ｊ

Ｒ
各
単
組
の
地
方
議
員
団
で
構

成
す
る
同
連
絡
会
は
、
現
在
54

人
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
総
会

に
は
、
連
絡
会
役
員
と
各
議
員

団
会
議
の
代
表
者
ら
６
人
と
、

Ｊ
Ｒ
連
合
執
行
部
、
Ｊ
Ｒ
連
合

政
治
対
策
委
員
で
も
あ
る
各
単

組
の
委
員
長
ら
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
福
間
裕
隆
代
表
幹
事

（
鳥
取
県
議
会
議
員
）
と
松
岡

チ
ン
グ
し
た
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
地
方
自
治
体
が
主
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
と
い
う
方
針
を

打
ち
立
て
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
第
11
回
政
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
持
続
可
能
な
公
共

交
通
を
実
現
す
る
た
め
に
は
「

チ
ー
ム
公
共
交
通
」
の
形
成
が

不
可
欠
と
提
起
し
て
き
た
。
し

か
し
、地
方
自
治
体
か
ら
は
「

交
通
行
政
に
精
通
し
た
担
当
者

が
い
な
い
し
、
予
算
も
な
い
」

と
い
う
声
を
聞
く
。
総
会
の
議

案
と
し
て
も
、
今
年
度
も
引
き

続
き
、
地
方
議
員
団
連
絡
会
の
議

員
ら
と
連
携
し
、
そ
の
議
員
が
所

属
す
る
地
方
自
治
体
に
お
け
る
公

共
交
通
の
実
態
把
握
に
努
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
異
な
る
交
通

モ
ー
ド
や
事
業
者
間
の
枠
を
超

え
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の

形
成
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
そ

の
橋
渡
し
役
と
し
て
の
地
方
自

治
体
を
筆
頭
と
す
る
公
共
が
し
っ

か
り
と
支
え
る
フ
レ
ー
ム
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
内
外
に
む
け

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

裕
次
Ｊ
Ｒ
連
合

会
長
が
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
今

年
度
の
活
動
方

針
を
提
起
し

た
。
「
交
通

政
策
基
本
法
」

と
「
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再

生
法
一
部
改
正

法
」
が
成
立
し

て
枠
組
み
が
で

き
、
政
府
は
地

方
の
実
情
にマ
ッ

Ｑ　「アルバイトだから割増賃金は支給
　しないということでいいですね」と店
　長に言われ、労働者が同意した場合の
　法的関係について、正しいものをひと
　つ選びなさい。【正答率74％】

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

４
月
４
日
、
交
運
労
協
主
催
の

軽
井
沢
ス
キ
ー
バ
ス
事
故
対
策

検
討
委
員
会
の
「
中
間
整
理
」

に
関
す
る
報
告
会
に
出
席
し
た
。

１
月
の
事
故
発
生
後
、
国
交
省

の
当
該
貸
切
バ
ス
事
業
者
へ
の

緊
急
監
査
に
よ
っ
て
ず
さ
ん
な

運
行
管
理
や
運
賃
料
金
の
下
限

切
れ
な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
間
７
回

の
会
合
を
重
ね
て
き
た
事
故

対
策
検
討
委
員
会
に
は
、
働

く
者
の
声
を
代
弁
す
べ
く
交

運
労
協
の
住
野
議
長
が
出
席

し
て
き
た
。

　

今
回
の
「
中
間
整
理
」
は
今

夏
の
最
終
報
告
に
む
け
た
中
間

と
り
ま
と
め
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
①
事
業
参
入

後
の
安
全
確
保
に
つい
て
の
チェッ

ク
の
強
化
、
②
旅
行
業
者
を
含

め
た
安
全
確
保
の
た
め
の
対
策

強
化
、
③
運
転
者
の
運
転
技
術

等
の
チ
ェ
ッ
ク
の
強
化
、
④
ハ
ー

ド
面
で
の
安
全
対
策
の
強
化
、

⑤
事
業
参
入
の
際
の
安
全
確
保

に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
の
強
化
、

の
５
項
目
に
つ
い
て
対
策
が
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

報
告
会
で
は
、
国
交
省
自
動

車
局
の
担
当
か
ら
こ
の
間
の
協

議
内
容
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
、
出
席
し
た
地
方
交
運
労

協
や
関
係
産
別
代
表
者
ら
と
意

見
交
換
を
行
っ
た
。
自
動
車
連

絡
会
か
ら
出
席
し
た
西
原
代
表

幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地

本
委
員
長
）
と
Ｊ
Ｒ
連
合
の
中

山
政
治
部
長
（
自
動
車
連
絡
会

担
当
）
は
、
監
査
の
実
効
性
や

対
策
具
現
化
に
む
け
た
予
算
確

保
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

貸
切
バ
ス
事
業
の
適
正
化
に

む
け
て
は
国
交
省
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
事
業
者
、
バ
ス

協
会
な
ど
の
民
間
団
体
、
労
働

ど
積
極
的
に
事
故
対
策
検
討
に

参
画
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

組
合
が
一

体
と
な
っ

て
取
り
組

む
必
要
性

が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
連
合

自
動
車
連

絡
会
は
、

引
き
続
き
、

交
運
労
協

を
通
じ
て

意
見
具
申

を
行
う
な

ＪＲ連合
facebook・twitterページを開設
「いいね」や「シェア」を！

JR連合 JR連合

ＪＲ北労組で組織加入続く
自動車支部で続けて加入

第
21
回
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

Ｊ
Ｒ
の
安
全
確
立
や
税
制
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

   

形
成
に
む
け
た
課
題
へ
の
対
応
な
ど
活
動
方
針
を
確
認

第
21
回
Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会
総
会

Ｊ
Ｒ
の
安
全
確
立
や
税
制
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
の

   

形
成
に
む
け
た
課
題
へ
の
対
応
な
ど
活
動
方
針
を
確
認

交
運
労
協
軽
井
沢
バ
ス
事
故
対
策
検
討
会
の
「
中
間
整
理
」
に
関
す
る
報
告
会

 

監
査
の
実
効
性
や
対
策
具
現
化
に
む
け
た

　
　
　

  

予
算
確
保
に
つ
い
て
指
摘
す
る

自動車連絡会

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
11
回
総
会

政
策
課
題
の
実
現
を
支
え
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
の

            

経
営
安
定
に
む
け
て
政
治
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
11
回
総
会

政
策
課
題
の
実
現
を
支
え
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
四
国
・
貨
物
の

            

経
営
安
定
に
む
け
て
政
治
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す



ＪＲ連合平成28年（2016）4月15日

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

第 518号（２）
　

有
権
者
の
投
票
す
る
際
の
利

便
性
改
善
を
図
る
「
改
正
公
職

選
挙
法
」
が
今
国
会
で
成
立
し

た
。
改
正
法
は
６
月
19
日
に
施

行
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
の
18
歳

以
上
へ
の
引
き
下
げ
と
と
も
に

７
月
の
参
院
選
か
ら
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
府
が
投

票
す
る
際
の
利
便
性
改
善
に
取

り
組
ん
だ
背
景
と
し
て
は
、
投

票
率
の
低
下
傾
向
が
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
選
挙
の
投
票
率
か
ら

各
世
代
の
投
票
率
は
、
お
よ
そ

年
代
の
プ
ラ
ス
10
ポ
イ
ン
ト
程

度
と
言
わ
れ
て
い
る
。
20
歳
代

な
ら
投
票
率
は
約
30
％
、
30
歳

代
は
約
40
％
、
50
歳
代
は
約
60

％
と
い
う
具
合
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
１
４
年
の
衆
院
選
で
は
過

去
最
低
の
52
・
66
％
に
落
ち
込

み
、
20
歳
代
の
投
票
率
は
32
・

58
％
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
啓
発
活
動
以
上
の
対

応
を
迫
ら
れ
た
と
言
え
る
。

　

今
後
、
有
権
者
は
、
国
政
選

挙
や
地
方
選
挙
の
投
票
日
に
、

駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
な
大
型
商
業
施
設
な
ど

に
地
方
自
治
体
が
設
置
す
る

「
共
通
投
票
所
」
で
投
票
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
現
行
制
度
で

は
、
有
権
者
は
投
票
日
に
指
定

さ
れ
た
ひ
と
つ
の
投
票
所
で
し

か
投
票
で
き
な
い
。
今
後
は
、

地
方
自
治
体
が
「
共
通
投
票
所
」

を
設
置
す
れ
ば
、
そ
の
自
治
体

に
住
む
有
権
者
は
、
指
定
さ
れ

た
投
票
所
か
「
共
通
投
票
所
」

の
い
ず
れ
か
で
投
票
が
可
能
と

な
る
。
駅
に
お
け
る
「
共
通
投

票
所
」
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
事
業
者
も
地
方
自
治
体
と

十
分
な
連
携
や
協
議
が
必
要
と

な
る
。
な
お
、
地
方
自
治
体
に

よ
る
「
共
通
投
票
所
」
の
設
置

に
あ
た
っ
て
は
、
二
重
投
票
の

防
止
措
置
が
必
要
と
な
る
た
め

投
票
情
報
を
自
治
体
内
の
投
票

所
と
共
有
す
る
通
信
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
か
ら
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
と
さ
れ
て
い
た
。
今
回
、

総
務
省
は
、
地
方
自
治
体
の
負

担
軽
減
と
「
共
通
投
票
所
」
の

普
及
を
め
ざ
す
た
め
に
整
備
費

を
全
額
国
費
で
負
担
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
こ
と
も
あ
り
「
共

通
投
票
所
」
で
の
投
票
機
会
も

増
え
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
他
、
改
正
法
に
お
い
て

は
、
公
示
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
投
票
で
き
る
「
期
日
前

投
票
」
の
投
票
時
間
を
自
治
体

の
判
断
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
現

行
制
度
の
朝
8
時
半
か
ら
夜
８

時
ま
で
の
投
票
時
間
を
、
開
始

時
間
を
最
大
朝
６
時
半
か
ら
の

前
倒
し
と
終
了
時
間
を
夜
10
時

ま
で
延
長
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

ち
な
み
に
、
期
日
前
投
票
に
お

い
て
は
、
既
に
大
型
商
業
施
設

な
ど
に
「
共
通
投
票
所
」
の
設

置
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

併
せ
て
、
全
国
の
大
学
内
に
も

期
日
前
投
票
所
が
設
置
さ
れ
る

動
き
も
加
速
し
そ
う
だ
。
大
学

に
進
学
し
て
転
居
し
た
若
者
が

地
元
に
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま

投
票
し
な
く
な
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
な
く
、
そ
う
し
た
学
生
の

３
割
弱
し
か
住
民
票
を
移
し
て

い
な
い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

る
。
入
社
に
伴
い
独
身
寮
な
ど

に
転
居
し
た
場
合
も
同
様
に
、

住
民
票
を
移
し
て
い
な
い
新
入

社
員
も
少
な
く
な
い
。
会
社
や

労
働
組
合
も
新
入
社
員
が
住
民

票
を
き
ち
ん
と
移
し
、
選
挙
で

棄
権
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
た

場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
投
票
所

へ
の
18
歳
未
満
の
子
供
の
同
伴

に
つ
い
て
も
、
18
歳
選
挙
権
の

導
入
に
と
も
な
う
主
権
者
教
育

の
た
め
に
、
同
伴
が
「
幼
児
」

か
ら
「
18
歳
未
満
」
に
拡
大
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
小
中
学
生

の
う
ち
か
ら
投
票
の
様
子
を
間

近
に
見
る
こ
と
で
、
選
挙
や
政

治
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。

　

今
回
の
改
正
法
に
よ
っ
て
投

票
す
る
際
の
利
便
性
は
一
定
程

度
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
る

が
、
こ
れ
を
活
か
す
た
め
に
も

我
々
は
一
人
ひ
と
り
が
政
治
へ

の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
取
り

組
み
や
、
支
援
す
る
候
補
者
へ

の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

西
日
本
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

神
戸
地
方
本
部
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

組合事務所
めぐり
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Ｊ
Ｒ
西
労
組
神
戸
地
方
本
部
の
事
務

所
は
神
戸
駅
の
高
架
下
に
位
置
し
て
お

り
、
駅
か
ら
徒
歩
２
分
程
度
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。

　

神
戸
に
は
夜
景
の
綺
麗
な
ハ
ー
バ
ー

ラ
ン
ド
を
始
め
、
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
、
南

京
町
、
北
野
坂
な
ど
神
戸
エ
リ
ア
を
代

表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
数
あ
り
ま

す
。
４
月
に
３
周
年
を
迎
え
た
ア
ン
パ

ン
マ
ン
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

３
月
15
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
「
花
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
ち
ゃ
ん
の
春
の
華
や
か

な
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
「
い
っ
し
ょ
に
お

ど
ろ
う
！
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
が

毎
日
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

神
戸
地
本
の
組
合
員
数
は
約
２
５
０

０
人
で
、
う
ち
青
年
女
性
委
員
会
が
40

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
と
し

て
は
毎
年
、
基
本
組
織
と
青
年
女
性
委

員
会
が
一
体
と
な
り
、
新
入
組
合
員
ユ

ニ
オ
ン
カ
レ
ッ
ジ
や
契
約
社
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
ま
た
仲
間
づ
く
り
や
家
族
へ
の
恩

返
し
の
場
と
し
て
、
地
引
網
大
会
、
さ

神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
や
神
戸
海
洋
博

物
館
な
ど
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
数
多

く
並
ぶ
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
エ
リ
ア

特
集
・
夏
の
参
議
院
選
挙
に
む
け
て

駅
や
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に「
共
通
投
票
所
」

ら
に
は
地
域
共
生
の
一
環
と
し
た
自
治

体
訪
問
や
、
組
織
内
議
員
の
栗
山
雅
史

兵
庫
県
議
会
議
員
と
政
策
意
見
交
換
会

等
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
16
年
ぶ
り
に
神
戸
の

地
で
行
わ
れ
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
定
期
中
央

本
部
大
会
の
成
功
に
向
け
、
置
塩
地
本

委
員
長
を
先
頭
に
、
地
本
執
行
委
員
・

支
部
・
分
会
・
部
会
・
青
年
女
性
委
員

一
丸
と
な
っ
て
、
準
備
に
勤
し
ん
で
い

ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
お
越
し
に
な
る
仲
間
の

皆
様
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

駅や大型商業施
設などに「共通
投票所」を設置
して投票可能に

投票所への18
歳未満の子ども
同伴を原則解禁

期日前の投票時
間を2時間ずつ
繰り下げ・繰り
上げ可能に

〇 ＪＲ北労組推薦（２名［衆１、参１］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 佐々木隆博 67 民進党 北海道６区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 小川　勝也 52 民進党 北海道

〇 ＪＲ東日本ユニオン推薦（７名［衆４、参３］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 田嶋　　要 54 民進党 千葉１区
衆 野田　佳彦 58 民進党 千葉４区
衆 長島　昭久 54 民進党 東京21区
衆 鷲尾英一郎 39 民進党 新潟２区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 長浜　博行 57 民進党 千葉県
参 小西　洋之 44 民進党 千葉県
参 蓮　　　舫 48 民進党 東京都

〇 ＪＲ四国労組推薦（３名［衆２、参１］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 小川　淳也 44 民進党 香川１区
衆 玉木雄一郎 46 民進党 香川２区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 広田　　一 47 民進党 高知県

〇 ＪＲ九州労組推薦（７名［衆５、参２］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 緒方林太郎 43 民進党 福岡９区
衆 原口　一博 56 民進党 佐賀１区
衆 大串　博志 50 民進党 佐賀２区
衆 髙木　義明 70 民進党 長崎１区
衆 野間　　健 57 無所属 鹿児島３区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 大久保　勉 55 民進党 福岡県
参 野田　国義 57 民進党 福岡県

〇 ＪＲ連合推薦（６名［参６］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 加藤　敏幸 67 民進党 比例区
参 柳澤　光美 67 民進党 比例区
参 津田弥太郎 63 民進党 比例区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 難波　奨二 57 民進党 比例区
参 石上　俊雄 54 民進党 比例区
参 浜野　喜史 55 民進党 比例区

〇 ＪＲ東海ユニオン推薦（１６名［衆１１、参５］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 松原　　仁 59 民進党 東京３区
衆 細野　豪志 44 民進党 静岡５区
衆 古川　元久 50 民進党 愛知２区
衆 近藤　昭一 57 民進党 愛知３区
衆 赤松　広隆 67 民進党 愛知５区
衆 山尾志桜里 41 民進党 愛知７区
衆 伴野　　豊 55 民進党 愛知８区
衆 古本伸一郎 51 民進党 愛知11区
衆 鈴木　克昌 72 民進党 愛知14区
衆 中川　正春 65 民進党 三重２区
衆 岡田　克也 62 民進党 三重３区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 羽田雄一郎 48 民進党 長野県
参 榛葉賀津也 48 民進党 静岡県
参 藤本　祐司 59 民進党 静岡県
参 大塚　耕平 56 民進党 愛知県
参 安井美沙子 50 民進党 愛知県

〇 ＪＲ西労組推薦（１９名［衆１１、参８］）
衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
衆 川端　達夫 71 民進党 滋賀１区
衆 田島　一成 53 民進党 滋賀２区
衆 前原　誠司 53 民進党 京都２区
衆 泉　　健太 41 民進党 京都３区
衆 山井　和則 54 民進党 京都６区
衆 馬淵　澄夫 55 民進党 奈良１区
衆 辻元　清美 55 民進党 大阪10区
衆 平野　博文 67 民進党 大阪11区
衆 岸本　周平 59 民進党 和歌山１区
衆 津村  啓介 44 民進党 岡山２区
衆 柚木　道義 43 民進党 岡山４区

衆/参 氏　名 年齢 政党 選挙区
参 林　久美子 43 民進党 滋賀県
参 福山　哲郎 54 民進党 京都府
参 尾立　源幸 52 民進党 大阪府
参 前川　清成 53 民進党 奈良県
参 水岡　俊一 59 民進党 兵庫県
参 江田　五月 74 民進党 岡山県
参 柳田　　稔 61 民進党 広島県
参 森本　真治 42 民進党 広島県

JR連合「21世紀の鉄道を考える議員フォーラム」所属議員
〔2016年4月7日現在〕


